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2010 年度第 1四半期報告書提出遅延及び 

当社株式の監理銘柄（確認中）指定の見込みに関するお知らせ 

 

 
 新華ファイナンス･リミテッド（以下「当社」といいます。）は、2010 年度第 1四半期報告書につきまし

て、金融商品取引法に基づく法定提出期限であります 2010 年 5 月 17 日に関東財務局長宛に提出できない見

込みとなりましたので、お知らせ致します。 

 

1. 2010 年度第 1四半期報告書の提出遅延の理由 

 

2010年4月22日付「2009年度通期業績発表日（2010年5月14日）について並びに特別損失の発生及び業績予

想の修正に関するお知らせ」でお知らせ致しましたとおり、当社の持分法適用関連会社である新華スポー

ツ・アンド・エンターテインメント・リミテッド（以下「XSEL」といいます。）の2009年度通期業績の発表

に遅れが生じました。このため、本日時点において、当社の2009年度通期決算の確定及び発表が未了となっ

ております。また上記に伴い、XSEL及び当社の当該2009年度通期決算を前提とする2010年度第1四半期決算

の監査法人による確定作業も完了しておらず、遅延が生じております。 

 この結果、当社の 2010 年度第 1 四半期報告書について、金融商品取引法に基づく法定提出期限（2010 年

5 月 17 日）までに提出することができない見込みとなりました。 

なお、XSEL の 2009 年度通期業績は 2010 年 5 月 11 日付で発表されており、当社の 2009 年通期業績につ

きましても、上記 2010 年 4 月 22 日付プレスリリースにてお知らせしておりましたとおり、2010 年 5 月 14

日に発表する予定です。 

 

2. 2010 年度第 1四半期報告書の提出予定について 

 

2010年度第1四半期報告書につきましては、2010年6月11日までに提出する予定であります。 

 

3. 2010 年度第 1四半期決算短信の開示について 
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 上記の理由により、2010 年度第 1 四半期決算短信の開示も遅延し、2010 年 6 月 11 日までに開示する予定

であります。 

 

4. 監理銘柄（確認中）への指定について 

 

東京証券取引所の有価証券上場規程施行規則第605条第1項第13号aにより、金融商品取引法に定める提出

期限までに四半期報告書を提出できる見込みがない旨を開示した場合は、当該銘柄を監理銘柄（確認中）に

指定することとされております。そのため、当社株式は、東京証券取引所により、投資家の皆様の注意を喚

起するため、2010年5月11日より監理銘柄（確認中）に指定される見込みであります。 

  

 株主、投資家及び取引先の皆様並びに市場関係者の皆様をはじめ、多くの関係各位に多大なご迷惑をおか

け致しますことにつきまして、深くお詫び申し上げます。 

当社では、今後、同様の遅延が生じないよう措置を講じる所存です。 

 

以上 
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新華ファイナンスについて 

 

新華ファイナンス・リミテッドは、中国随一の金融情報サービスを提供する企業で、東京証券取引所マ 

ザーズに上場しています（コード：9399、ADR：XHFNY）。グループの設立は 1999 年 11 月で、上海に事 

業本部を構えています。 

詳細は、ウェブサイト：www.xinhuafinance.com をご参照下さい。 

 

 

本文書は一般公衆に向けられたプレスリリースであり、当社株式の勧誘を構成するものではなく、いか 

なる投資家も本書に依拠して投資判断を行うことはできません。当社株式への投資を検討する投資家は、 

有価証券報告書などの提出書類を熟読し、そこに含まれるリスク情報その他の情報を熟慮した上でかか 

る判断を行う必要があります。本書は多くのリスクおよび不確定要素を含むいくつかの将来に関する記 

述を含んでいます。多くの事項が当社の実際の結果、業績または当社の属する産業に影響を与える結果、 

将来に関する記述で明示または黙示に示される当社の業績と実際の将来の数値とは大きく異なることが 

あります。 

 


